









Senses of Belonging in Second Generation 
Tatar Migrants Born in the Far East: Is ‘Turkic 






































ューヨーク等でインタビューや史資料収集を実施してきた。2 世を主とする約 75 名の関係者



























「4 章 日本生まれタタール移民 2 世の語り」では、20 代前半で日本からトルコに渡り、
日本で獲得した技術やトルコに関する情報を拠りどころに、トルコと日本のギャップを前向き
に捉えた者、20 代前半でトルコに渡ったのち、同地におけるタタール移民の減少から再移住
を考えるようになり、30 代前半で渡米したものの、人生にとって有意義な経験をトルコで得
ることができたと評価し、同時に「我々」をインターナショナルな存在として規定する者、幼
少期にトルコに移住したため日本の記憶はないものの、親やほかのタタール移民を通じて、極
東を経由したタタール移民ならではの価値観を内面化した者に着目した。 
「5 章 タタール移民の変化する「故郷」」では、複数の語りを包括的に見直しながら、置
かれた状況に呼応して「故郷」が生み出されていく様相をたどった。「テュルク・ムスリムの
国トルコ」は、極東生まれタタール移民 2世にとっての唯一の「故郷」ではない。トルコ移住
のモデル・ストーリーから見えてくるのは、研究者や社会からの期待、1世による「故郷」の
創出、インタビュー時点でも理解されやすい語り口、逸脱としての移動と戻るべき場所の強制
である。タタール移民が実際に有するのは、極東各地の移民社会、極東で生まれ育った場所、
トルコ社会、ヴォルガ・ウラル地域という、ひとつの国や地域に限定されない複数の「故郷」
であり、それぞれの場所に対する帰属意識の有無、強弱、内容もまた、変化を遂げてきた。す
なわち、1)移動という経験を共有することで、タタールの名のもとに集団を形成した人びとは、
2)トルコという新たな「故郷」を創出し、3)トルコ移住後は、直接あるいは間接的な極東の記
憶や経験を拠りどころとしながら、4)ソ連解体によって先祖の「故郷」を初めて訪問すると、
帰属先の一部として再認識するようになったのである。 
このようなタタール移民の「故郷」のあり方は、「ギョチメンリック」（移民であること）と
いうトルコ語の言葉そのものに表されるだろう。ホスト社会と、マイノリティとしての自身の
来歴との相違のなかで、常に立ち位置を問われてきた 2世は、故郷喪失者としてではなく、そ
れぞれのホスト社会の意向に沿うよう戦略をとりながら、帰属意識を抱く対象や内容を変化さ
せることで、心の拠りどころとしての「故郷」を確保してきたのである。 
以上のように、人の移動と向き合うことがより一層の重要性を帯びる今日、約 100 年前の
ロシア革命を機とするタタール移民の歴史的経験は、現代的な意義をも有するのである。 
